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おもな内容 : 0年頭にあたって全科協理事長 諸浮正道

。全科協北米科学系博物館研修報告(5)

。全科協北から南から
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; 年頭にあたって ; 

全国科学博物館協議会 ; 

理事長諸 j峯正道 } 

; 全科協の皆さん，新年のど挨拶を申し上げます。 ; 

; 各会員館国防かれては，本年もさまざまな企画のもとに新たな飛躍を期しておられる ; 

t 乙とと存じます。 益々のご発展を心からお祈り申し上げます。 ~

; 近年は，各地時色ある各種の博物館が設置され，生涯学習の機会の提供という使命 ; 

i のほかに，地域の再生，活性化の一翼を担うなどの成果を挙げていると乙ろもあります。 >

j 社会の変化われて，今後ますます，博物館， 特附学系博物館崎せられる期待は j 
j 大きく，かつ多様化してゆくものと考えられます。 >

: 全科協の加盟館齢も i岬
j の貸出しL，事業研究会，海外視察研修の他，本紙等を通じての情報交換など多岐lκζわた } 

; つ てまいりました。 ; 

t 昨年12月 lζ第 7 回全科協主催「欧州科学系博物館視察研修」を実施しましたと乙ろ， ( 

; 過去最高の焔の参加者があり，参加された方々から大変有意義かつ充実した研修がで ; 

< きたとの報告があり，うれしく思います。 2 週間程の短期間ながら訪問館の専門職員か t 

; ら詳しく説明を受けたり，教育活動や展示技術等わいて相互晴見交換する機会を持 2 

1 つ乙とができ，得るところが大きかったと思います。 そのレポートは，本紙でも順次掲 3 

; 載する予定です。今後とも職員の派遣時段のご配慮を賜わりますようお願いいたしま t 

3 す。 〉

1 また，近く開催予定の全科協博物館事業研究会附いては ， ['友の会」をテ ーマにそ ) 

> の考え方，事業内容，運営の状況， 募集方法等について，各館園の事例発表をふまえて t 

j 研究協議を深めていただ く計画を進めております。 ; 

{ 本年もどうぞ皆様のど協力をお願いいたします。 <
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〔全科協北米料学系博物館視察研修報告 5 )

北米の博物館におけるジオラマ展示を見て

長年の夢であった米国科学系博物館巡りが，乙の全科

協主催による研修旅行IC参加させて頂き，かなうととと

なりました。その感想をジオラマを中心IC報告します。

N. Y アメリカ自然史博物館は，世界第一の床面積を

もち，正面玄関を入ってすぐの両側κ，照葉樹林と鳥の

ジオラマがあり， 巾 6 m ，高さ 4m の間口，内容積は

巾10m， 高さ 5m，奥行 4m，照明器具は15個以上，もう

一方Kは同じ大きさの針葉樹林雪中鹿夕暮れ， のジオラ

?IC圧倒される。とにかくもスペースの大きさは日本の

まねの出来ない処で，ガラス一つをとっても ， 第 2 次大

戦後開発された ， 錫洛槽でなく，引揚げ法lとより両面磨

きの製造で，コストも高くついているだろうと感心させ

られる 。

乙の館で何と言っても，有名なのは第三室の中央ホー

ノレのアフリカ象 8 頭からなる剥製のオープン展示を中心

とした 1 ， 2 階にわたるおにも及ぶアフリカ野獣のジオ

ラマである。 乙れらは 1909 年からその剥製技術を認め

られ， との館に迎えられたエー クレーが， 畢生の収集資

料アフリカ野獣を，俗にエー クレー法と呼ばれる剥製技

術で作製した。 その手法は， 先ず骨格を土台にして粘土

による肉付け塑像を石官型に取り，その型から石膏や蝋

で塑像を造り，オイノレ綴と云われる製法の柔らかい草案革

を塑像にかぶせるものを，ヒ ロインとし ， 現地から採集
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した草木岩石土砂を ， わき役と して配する。 背景は現場

の遠景を写真IC撮り， 乙のスライドを投映し描いたもので ，

セッ トと背景の継がりは誠iζ巧妙に出来ているのに感心

させられる。 特IL マウンテンゴリラのジオラ 7は，わき

役も念入りに作られており印象深かった。

乙乙で一寸， ジオラマの基本的構築法について， 一般

的なジオラマの構造を示すと， 下の図 1 になる。

ジオラマの臨場感Kは，地面の造型が重要な要素を持

つ。 地面のレベソレは出来るだけ観覧者と同一レベソレを可

とし，乙れが変ると臨場感がうすれる。 背景との継ぎ方

も大切で， それを図示すると図 2 のような a ， b , C の手

法がある。 a は観覧者から地面と背景への移行を見えな

くする手法 ， b は背景と地面の継りを上りの曲面で継く

手法， C は地面と背景を観覧者の床面より下った処で継

ぐ手法である。 高台より下方を挑める表現には欠く 事の

出来ないが， C の地面構築には建物の建築時から企画さ

れねばならない。 NY ア メ リカ自然史博でも， デンバー

自然史博でも ， 乙の手法が多用されていると感じた。 な

お，生態展示 と してのジオ ラマは実物，も し くは実物

大の模型による構成が基本であるが， 多少パー ス (透視

図的)による表現は広がりを感じさせる効果がある。 特

IC a , b の背景接点IC用いると良し、。 背景は地面造型と

一本化する事により三次元的構造となり，無限の広がり

を感じさせられる。乙の場合高さは 4m以上が良い様

である。 背景Kは描画方式，行灯方式， スク リ ー ン方式

があり ， それぞれの効果に特色がある。

次Icj照明もジオラマの効果を上げる為に必要欠く べか

らざるものである。 直接照明としてのスポッ ト ライ トや

蛍光灯， 天井前部IC ス リ ガラ スを貼ってその上から!照明，

ノレーパ残しの照明の様な間接的なもの， 最近では.遍光

板による特殊な照明も多用されている様である 。

次IC地面及び壁面の構造素材と様式を見る と， 米国の

ジオラマは第二次大戦前のもので，地面基縫構造は木材

と金網，石膏による造型で，背景壁面は木枠に ラス石官

A 1I二J
(b) 上り勾配でつなぐ ( C) 下り勾配で、つなぐ
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枝葉処理をするジオラマ作製室

れたが，今では我々は，エノレパックスで作っている。

次lζ ワシントン DCのスミソニアン国立自然史博物館

を公式訪問した。新設展示 IC は，企画から，ブレーン集

め，ミニチュア作成による検討を経て本体完成迄IC は 6

年をかける場合があるとの説明を受け驚いた。模型製作

担当者からは，例えば人体を造る時，以前は塑像IC ラテ

ックス(天然ゴムのエ7ノレジョン)で表皮を作り植毛を

していたが，今は蝋Kエノレパックスをブレンドしたもの

を使っている乙とを聞き我々と同じ手法を確認した。新

設の展示施工中でも新学説が出れば，いつ‘れの段階て、も

検討し変更するとの乙とにも感心させられる。 米国では

ボランティアを使うシステムが発達しており，どうして

も専門職にしか出来ない部分にはおしみなく金を使うと

いう事を，現在進行中のジオラマを見学しつつ説明を受

けた。 例えば中生代海中の30mを超す壁画には.老女

性画家IC 2 年契約で 125.000 トソレを支払う事を知る。 また

- 3 一

ボード磨き上げに，キャンパス仕上である。今日の日本

では基礎は木造で，金綱を張り硬質発泡ウレタンによる

大体の造型をして FRPで施工すると言う風に軽量化高

強度化が進んでいる。壁面lζ はメンテナスの為に見えな

い処に扉が設けられたり，壁面全体が移動出来る様にな

っているが，米国では全壁面移動型が多用されている様

である。

展示のメインまたは，わき役としてのレプリカにつ

いて，訪問先の舘で，ジオラマにどの程度のレプリカや

模型が使われているかとの質問をしてみた。 いずれの答

えも，実物l乙重きを置いて造り物は使わぬとの答えばか

りであった。 しかし，草木の葉や花は造らねばならぬは

ずだし，地質時代の復元ジオラマは，ほとんどが造型レ

プリカのはずだと，関心をもって観察した次第である。

考えるに，草木の葉の成型方法や素材は，第二次大戦前

は，現行の真空成型の手法はまだ無く，石膏型，金型で

紙lζ蝦を浸ませてプレスするか，綿花虫績を浸ませて挺を

利用してプレスする方法が執られた様である。 乙のあた

りの詳しい展示が，エークレーが1869年 IC勤務したシカ

コのフィーノレド自然史博物館でされている。

今日レプリカ類の製法では型取りは主としてシリコン

コ。ムを，従として石膏，寒天，アノレギン酸，エポキシ樹

脂，ポリエ 7テノレ樹脂を使用し，成型素材は，塩化ピニ

ーノレポリエマテ Jレ，シリコンコム，エノレノてックス(スチ

レンビニーノレ，アセテートの重合物)ポリエチレンとエ

ノレパックス，ポリエチレンをブレンドした強化ワックス，

ウレタン，エポキシ等を使用する。 忘れてならないのは

第二次大戦前では，紙，石膏，蝋，ガラス，セノレロイド

とそれを酢酸アミーノレIC溶かしたもの，ゼラチン，油土

等が使用されていた事を付記して置く 。 米国ではフレキ

シフ、/レな型取りには最近迄，ラテックスの重ね塗りを渇

かして行う方法が主流であった。

さて，アメリカ自然史博物館で、見るべきものは，マウン

テンゴリラのジオラマと，北米の動物ジオラマでミある。同

館最大の間口 8.2 mlζ及ぶパァフアローのものは，ウイ

ンドウガラスが三枚継ぎで，乙の外側にある大樹の森林

ジオラ 7は力、ラスをくの字IC三枚継ぎと云う様な使い方

をしているのも参考になる 。 ムースの戦いの巨大なジオ

ラマは荘大な大自然と動物の息っかいを感じさせてくれ

るものであった。 ビーバーのダム作りの木一本一本が全

てレプリカと云う事も知って驚きであった。 乙れ等のジ

オラマを作 っ た人々で生存されているのは唯二人のみと

の事で，時代の移りかわりを感じた。 乙れ等のジオラマ

の 1 ケ ー ス当りの値段であるが，現在で・は金lζ換算は出

来なしとても手に入れる事の出来ない貴重な資料とな

っている。 ほかに，地質時代のジオラマも，見乙‘たえが

あったが。 サンゴの触手はガラスで作られていると思わ
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50 rri'はありそうなショーケース中lL，中生代の大岩礁のジ

オ ラマが， 員， サ ンコ\ カ イメ ン， 魚， 腕足類を約10種の

金型lé レ ジンをイ ンジェ ク ション成型した個体数10万個

以上で構成されていた。 10万ドノレの製作費とは日本に比

して， 金型の種類は少ない。 レプ リ カも美 しさ だけで・

精度は今ーっとい う嫌いは有って も廉価であると思った

ものである。でも担当者IC: ， レ ジンはどんな種類のもの

かと問うと ， それは半IJ らな いとの返事IC:は意外であ っ た。

他のジオ ラマで=は ， マウンテンゴート ， 同じくシ_ 7
0

，

アメ リカンエノレク等は図示 a の地面構造で作ってあった

と思う 。 植物，小動物の レプ リ カについては今一つ感心

するものは無かった様lL思う。人類文化のジオラマでは，

アフ リ カ部門のザンビア， ジンパフエの石造建築や， カ

メ Jレー ンが印象に残っている。

次K訪れたカ ナ 夕、ト ロ ン ト の王立博物館では， ジオラ

? として， オ ープン展示の恐竜化石の全身骨格組立標本

を中生代自然、の中 lé配 してあっ たのは面白く感じたが，

ト カゲ等の小動物生態展示のものは技術的K今一つの感

じを抱いた。 小型の腿虫類， 両楼類， 魚類は剥製lLは向

かず， レプ リ カを使う方が良い様lζ思う。

さて， 次に訪れたデンバーの自然史博物館は， その素

晴 ら し さ に感銘を受けた。 とい うの も殊lé ジオラマが数

といい， 個々のスケーノレといい， 展示内容ともに訪れた

博物館の中で有る意味では最も勝れている様に思えた。

乙乙のジオラマは 1900年， 日系の米国人が新ら しい ジオ

ラマ展示技術を創始して以来， 世界中の科学博物館が参

考に してい ると言う事で， それも成程と領ける。 例えば

建物の一辺20m lé も及ぶ間口を， ガラス無しのジオラマ

展示と し， シマウマ 4 頭， イボイ ノシシ 2 頭， レイ ヨウ

4 頭. ヒヒ 4 頭， ガゼノレ I II買を展示 し， 各動物の影が砂

の色を変る事で表現され， 糞も配置されている。広大な

サバンナの水溜り周囲にはさらに描かれた 6 頭の象と共

に絶妙の地面から背景への継ぎの技術で処理されたもの

を見る時， 全く 魅了され暫し我を忘れる程のものであっ

た。 ( 4 ・ 5 ペー ジ)

何ケー ス分も通しで使う手法である， 北海のトド， ア

ザラシのハーレム， 先に図示 した地面構成法Cによる断

崖，絶壁上の猛禽類， 山羊類の展示。それに草原ジオラ

7では彪大な数の草花の精徴な手作りの精力的な仕事に

は， ほとほと感心させられた。素材として乙の草花は 19

00年初頭の製作な らば， やはり紙と蝋か， 或いはセノレロ

イドかと も思 った次第で‘ある。剥製lとあっては毛の短い

動物では筋肉の隆起や血管の管張が他の博物館では見ら

れない位写実的に表現されているのに感心した。

4-

最後の訪問地である ， カリフォノレニア科学アカデミー

について述べるならば， 乙乙も各部門で特色ある博物館

ではあった。ジオラマで最も印象深かったものに ， 森の

落葉の下の昆虫と微生物の世界の50倍大と恩われる拡大

模型によるジオラマと ， ミジン コ等の水中微生物の 200

倍以上と思える巨大なジオラマは始めて見た。( 6 ペー

ジ)荒磯とカモメのジオラ 7では， 波湾とそのシブキや

泡の表現は見習うべきものが有った。一日の陽光のうつ

ろいを照明の変化で表現していたのも印象的であ った。

特lζ ， 乙乙で特筆すべきは， たまたま通路の扉の向 う

で， ボ ランティアらしき人達が作業中のと乙ろを見かけ，

向行の水嶋氏 (科学技術館) 1ζ通訳をお願し ， ボランテ

イアの技術指導の女性担当者か ら ， 現 IC:行われて い る

針葉樹の枝葉現物処理IC: ， 我々がやっている様に同じく ，

グリセ リ ン ， アノレコ ーノレ ， アセ ト ンを使っている事や油

性絵具で彩色する処を見せてもらった。型取りはシ リ コ

ンゴムでそのグレードや生産者名を聞かせて貰ったり ，

レプ リ カに粘土で成型したり している事， 易しい仕事は

ボ ラ ンティアにまかせている現場を見学， F R P 等の大

きな成型は外注IC:出すと言う事であった。
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現在進行中の中生代のジオラマを案内して貰い，現在

新学説が出て来て一時中断し検討しているとの説明を聞

き ，前出スミソニアンで、の説明を再確認したのである 。

ついでに私が大いに興味を持 った拡大の昆虫やミヂ

ンコの製作方法を聞いた，粘土で塑像を作り石膏で型取

りをし，レヂンで成型したとの事 ， 乙乙でもレヂンの種

類は判りませんと，スミソニアンと同じ答であ っ たが，

とにかく製作のノウハウや作業現場を気易く見学させて

貰えた事は貴重な体験であ っ た。

総じて今回の研修旅行を省みるに，米国の ジオラマは

そのス ケーノレの大きさ ，創建された時代が， 20世紀初頭

と言う米国IC力の充実の時代だけに全世界から今では集

める事の出来ない貴重な大型晴乳動物の豊富さ と ， その

処理技術の高さ; 背景画の荘麗さ等か ら学ぶべき点は非
常IC多かっ た。

今後は到底入手する事の困難な貴重生物の問題を考え

てみる と ， 乙れからはレプリカ作りの技術を一層高めね

ばな らないと感じた。

一方 ジオラマのワキ役である構造物，地表構成は F R

Pで，他の レプ リカ等模型は種々の樹脂が日進月歩でニ

ー ズ IC合うものが開発されて行 く 今日，我が国は米国よ

り一日の長を得ている様IC思えるが，今後も全ての面で

技術の開発lζ努力して行かねばならぬと決意を新たにし

Tこ 。

終りに 当り今回の旅行で御世話にな っ た皆様IC紙面を

お借りして厚く御礼申し上げます。

写真 :前ページともデンバー自然史博物館

サバンナのジオラマ展示，幅約20m 。

事務局から

O全科協が企画する海外視察研修は ， 平成 3 年度 i乙は第

8 回自になります。 訪問国や視察研修する博物館を検討

し， 一層充実した計画にしたいと考えます。

海外視察でとりあげると良い博物館や，ユニークな博

物館活動をしていると乙ろなどについて，ご存知の方は

事務局宛にお知らせください。

ま た . 全科協加盟館の職員が国際会議や海外視察等 IC

出張さ れ， 世界各国で訪問した博物館，科学館などがあ

れば，お知 らせくださし、。 本紙面でできるだけζ紹介さ

せていただき ま す。

0全科協の北米科学系博物館視察研修報告は次回で終り，

Vo1. 2 1No.3 から ， ヨーロッパの博物館 ・ 科学館について

の報告を予定しています。 乙れに先だって， 3 月に開催

される博物館事業研究会では ， スライド上映を中心にし

た報告発表もあります。 ζ 関心のある方は ， ご参加くだ

さし、 。

0第20回全科協博物館事業研究会のお知 らせ

平成 2 年度の全科協事業計画により . 平成 3 年 3 月 lζ

事業研究会を開催します。

期日: 平成 3 年 3 月 5 日 (火) -7 日 (木)

テーマ:友の会 一事業内容，運営，募集方法一

各地の博物館で運営されている友の会の実情をもとに ，

より一層充実した友の会活動，利用者のニーズIC応える

友の会の事業企画 ， 会員の募集などについて.研究協議

するものです。

実施要綱及び参加申込書は，引Hζ各館宛に送付します。

ふる っ て乙参加ください。

- 5 一
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デンバー 自然史博物館「剥製展示のっくり方」の展示

-6-

写真上 : シカゴ ・ フィー jレド自然史博物館

石乙う型，紙，綿. ワックス ， セルロイドなど

のジオラマ展示用標本作製用具

写真中:カリフォノレニア科学アカデミー

水中微生物の拡大模型展示

写真下 : カ リ フォルニア科学アカデミー

落葉の下の生物たちの展示
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博物館のユニフォーム

今からちょうど50年前の昭和 1 5年(1940) ，藤山一錐

氏(満州国立博物館幅館長)は著『新博物館態勢』の中

で乙う述べた。

「博物館従業員(学芸館)の使命は学問の研究も必要

であるが，学問の吸収よりも来館者iζ 対する知識の供給

者としてのサービスが本領でなければならぬ。」

藤山氏のいう 「知識の供給」 が博物館運営におけるサ

ービスの第 l の原則であるとするならば，第 2 の原則は

「快適環境， 知識環境の提供サー ビス 」 である ， と筆者

は考える 。

博物館は教育機関であり ， 資料の収集 ・ 保管機能をも

っ施設で、あり ， 展示を行う場所である ， という考え方が

今日の博物館1<: は支配的である。

しかし . それ以上 1<: ， サービス機関でなければならな

い。もっと，市民に愛され， 関かれた 1専物館でありたい。

見学者がいて ， はじめて博物館の機能がし、かされるから

である 。

欧米の博物館1<:比べ ， 日本の博物館や科学館はまだま

だサービス精神が足りないように見える 。 精神だけなら

ともかく，施設自体も充実 していなし、。 展示技術はテク

ノロジーの闘日本は欧米と肩を並べるに至ったが， サ

ビス面は後進国ではなかろうか。

たとえば， I 博物館の衣食住J というノレー ペでのぞい

てみると ， どんな点か日本と違うのであろうか。 館側に

と っては 「知識の供給」 が主で，ユニフォーム，レスト

科学技術館水嶋英治

ラン施設 . ミューシアムショップ， 館内 ・ 館外のサイン

などはあくまで 「従」の部分かも知れないが ， 来館者に

とっては大いに気にかかる事であろう 。

本稿では，博物館の衣食住のうち「衣」 について感想

も含めちζ報告したい。

-博物館の衣

博物館の衣とは職員の衣装， すなわちユニフォームで

ある。 職員とは ， 学芸員をはじめと して， 受付， 響備員 ，

解説者， 清掃員 ， ミュージアムティーチャー ， ボランテ

ィアに至るまで博物館の内外で働く人々の乙とである。

実に多くの人が博物館には従事している。

それぞれの役割分担κ応じてコステュ ー ムがととなっ

ているが，重要な ζ とは ， 館の規律性， 言し、かえれば統

一性が必要であろう 。

たとえば， ワシントンの国立航空宇宙博物館，自然史

博物館をはじめ14の博物館 ・ 美術館があるが， どの館も

讐備員のユニフォームは同 じである。写真①は ， スミソ

ニアン国立航空宇宙博物館の警備員のユニフォームであ

る 。

ニューヨーク市のアメ リ カ自然、史博物館は私立博物館

である。主主備員のユニフォ ー ムもスミソニアンとは若干

異なっている(写真②)。左のやや太った男性の警備員

1<: インタビューしたら ， お腹がでて ， ffilJ服がきついので

新しいものがほしいとの乙とであった

写真① 写真② 写真③

~ 7 ~ 
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写真④ 写真⑤ 写真⑤

写真③は，同じくニューヨークにあるメトロポリタン

美術館の警備員のユニフォームである 。 カメラを向ける

と腕組していたのを止めた。 やはり，観客の前では，見

ていて不快感のない態度でありたい。

もうひとつ，メトロポリタン美術館での出来事，私が

現代美術の展示室IL足を踏み入れた時，展示場の照明が

きれた。 すると，女性の係員が電話を(技術室lとであろ

うか)すると，すぐメンテナウンスの技術者が電球をも

って現れ，電球を交換して戻っていった(写真④)。そ

の間. 5 分間ぐらいであったろうか。 乙の行動のすばや

いのに正直いって私は驚いた。 仕事をしない欧米人，と

よく言われるがそんな乙とは決してなか っ た。 いや，す

くなくともメトロポ リ タン美術館ではそんな ζ とはなか

っ fこ 。

服装のしまりは行動にも現れる，そんな ζ とを教えて

くれた一幕であった。

写真⑤は国立自然史博物館の清掃員のユニフォームで

ある。写真撮影の許可を彼に求めたと乙ろ ， 華IJ製や骨格

標本のクリ ーニングが専門であり， ζの道10余年なので ，

と前置きをして，わざわざク リ ーニングのポーズをとっ

てくれた。 彼の不満は ， 唯一靴は支給されていないとい

う乙とであった。

博物館において清掃員の服装まで統一する必要はない，

という意見も確かにあると思うが，あまりにも目を覆い

たくなるようなだらしのない姿で，汚れた服をきている

館の清掃員もいる。開館時間中(つまり営業時間内)に

客の前で清掃をする場合は，今更いうまでもない乙とだ

が，きちんとした身なりであるべきだ。 ディズニーラン

ドのように，とは言わない。清掃のアノレバイトでさえも，

ディズニーの雰囲気にピッタリとあったコスチュームを

身IL つけている。 博物館の職員も 「それなり IL J もっと

- 8 一

気を使うべきだろう。(もちろん，白館の反省でもある

が)

写真⑥は，スミソニアン自然史博物館の「昆虫動物園」

インセクト ズーのボランティアである。ただの白衣であ

ると思ったが，背中IL大きな文字で iTHE INSECT 

200 J と記してあった。 これも宣伝になるのだろう 。

写真⑦はカ リ フォルニア ・ アカデミ ー・オブ・サイエン

スのボランテ ィ アである 。 乙れは真っ白な典型的白衣。

その訳を聞いたら ， 宣伝の必要もないし ， 乙れは単なる

化石のクリ ーニング作業なので，そんなことまで考えた

乙ともないとの返答。 しかし，汚れていない真っ白なも

のを着るととを心がけている，と付け加える乙とを彼女

は忘れなかった。

エキス プロラトリアムのボランティアはオレンジ色の

ユニフォームである(写真③) 。 倉庫のような展示室だ

写真⑦



全科協ニュ ス Vol.21.No.l 

から派手な色にしているのだろうか。一般客でないとと

が速くからでもよく分かる ζ とは確かである 。

エキスプロラ トリ アムで働くボランティアは「知」の

解説者である。冒頭の藤山氏の乙とばの通り. I知識の

供給」というサービスの本領を現場でお乙なう人である。

と同時lζ ，第 2 の原目Ijも決して忘れる乙とがない。話し

方も実K ウイット K富んでいて，牛の眼球の解剖を見せ

ながら楽しい雰囲気つ‘くりに気を使っていたのは私たち

も学ぶべき点である。

もっと派手やかなのが.シカコ'科学産業博物館の職員

が者ている真っ赤なつなぎのユニフォームである(写真

⑨)。真冬でも半袖である 。

どの館でも左下の胸 IC:顔写真入りの身分証をつけてい

る 。 アメリカは I D カードの国である。 お国の違いもあ

って，日本では顔写真入りの身分証をつけるととはまだ

まだ根付きそう IC:なし、。 しかし，わが国で仮lζ 乙の身分

証をすると ，人前で名前をなのる→いいかげんな態度は

とれない→責任感がわいてくる→来館者 IC:親切になる，

というプラス面IC:作用するので‘はなかろうか?

シカゴは ， もうすぐクリスマスという時で，町中が賑

わ っていた。 科学産業博物館の中もすでにクリスマス。

館内 IC:アイススケー 卜リ ンクを設け，写真⑬のようなコ

スチュームを着た可愛い女の子がスケー トを披露してい

た。 もちろん，ボランティアであった。

博物館の中で乙のようなイベントを行うのは，いかに

もアメリカらしいと思ったが， 来館者を楽しませる IC:は ，

まず自らが楽しまなければならない ， そのため IC:は ， や

はり 「博物館だから， ζ ういう乙とをやってはし、けない j

としづ従来の概念と発想をぬぐい去らなければなるまい ，

と改めて考えさせられた。

民族衣装を着た職員が，観客を喜ばせている例もある 。

ロンドン塔やチェコスロパキアのラジュ/フ ・ オープン

エアーミュージアムなどは華やかな民族衣装が人目を誘

っている 。 ζ れも参考にしていいのではなし、かと思う。

「たかがユιフォーム， されどユニフォーム」

そ乙まで気をつかわなくても，と恩われるかも知れな

いが，館内 ， とくに展示室で働く職員は来館者との触れ

合いの接点であるから，館としての規律性，統一性が求

められるのではないだろうか。

最近は，有名デザイナーのデザインした中学 ・ 高校の

制服が受験者数iζ影響すると時世である。 近い将来 ， 博

物館職員のコスチュームのデザインによって， 行ってみ

たい博物館のランキングなどができるかも知れない。そ

とまでいかなくても博物館のユニフォームのデザイン性

. ファッション性も次第に要求されてくるには違いない。

を考える上で，快適な環境づくりのひとつの要素として

コスチュームをあげてみた。我が館を含めて ， 日本の 1等

物館も乙の辺で考え直す必要があるかしらん，とアメリ

カの博物館を見て考えさせられた。

博物館における「快適環境，知識環境の提供サービスJ 写真⑩

-9 一
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「恐竜マグJ 発売元
博物館 ・ 科学留の記念品

オリジナル商品の企画・製作

ビデオライブラリシステム

ACL-3300L 

株式.，.......唱

会社" "".1 
〒163 東京都新宿区新宿NSピル

私書箱第6010号宮 (03) 3349-1515側

販売:株式会社シバソヲ/ソ7 ト制作・

サービス:株式会社エイ・エス・シー

T E し 03- 3467-6555 株式会社戸ンティ
FAX. 03-3467-6568 干151 東京都渋谷区富ケ谷 1 -17-9-302 

ユニークなディスプレー

企画・設計製作・施工

011' 大 日未
〒116 東京都荒川区町屋 6-6-5

TEし 3892-2796 (代 ) FAX3819-2821 

-10 

斬新怠企画と戸イデ戸で科学をディスプレイする。

Science ER DiS.ρlay これガ目標です。

QSEミヲ予ラ-rl-
東京都渋谷区神宮前3-10-12
TEL. (03)3478-0055(代表)

限りない創造力で情報守かたちにする。

‘・・・・・ 咽-惨 咽・・・・ー
tw宣白三和アドパタイジング株式会社三和通信社
......品開品本社東京都中央区八重洲2-6-7 〒 104

TEL.03-3281-1051 
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恐竜復元模型(百;i?31;e)
-化石標本 ・動物骨格標本

・各種実験装置 ・天体フィルム

その他、博物館、科学館、展示品一式。

(株)ゼネラルサイエンスコーポレーション
干107 *点都港 1 '<:赤坂3- 11 - 14 赤以ベルゴビル802

TEL. 03-3583-0731 FAX.03-3584-6247 

芸術を人の心に結ひ‘つける、壁画展示専用金臭o

nacom 胸中村多喜菊
・大阪/〒542 大阪市中央区島之内卜1 日ー 12
TEL.06-253・ 0331 FAX . 06-253 ・閃39

・ 東京/干 1 35 東京都江東区三時3-8-15
TE L. 03-3642-3801 FAX. 03-3643・0日96

展示・教材用各種標本・試料
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ユニークな企画と

定評ある表現技術
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〒607 京都市山科区欄辻池尻町48-4

TEL .京都 (075 )594 -0181 (代) FAX.(075)593-2384 

t~lus酬 DATA 8州
|博物館側サービスIJ

総合コンサノレテイング l
室主丹青総合研究所・文化空間研究部
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@日精株式会社展示造形本部
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ZE 東洋近代美術研究所
本社 〒272 千葉県市川市国分 5 -3 - 25 電話 0473 ( 74 ) 1 564 

製作所 干272 千葉県南川市本北方 2 -18-1 電話 0473( 37) 5 6 7 8 

展示用・研究資料

鉱物・ 化石標本専門

凡地学研究社
干11 3 東京都文京区千駄木3-33-1
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やかな発想、確かな技術

と科学のタfスプレイ

今~M~寝食ミ
-~手踊~沼恒圃圃圃

株式会社 メガ・システム開発
〒 153東京都目黒区目黒 1-2-23- 1 0号 TEL03-3493-8864 FAX.03-3493-1870 

全科協

O全科協ニュースにご意見・ご希望を

全科協ニュースは ， 創刊から20年以上に亘り ， 科学系

博物館の展示， 教育普及活動の情報交換や ， 海外の博物

館の紹介などをしてきま した。

今後紙面の刷新をはかり ， 掲載内容を一層充実させる

ために， 加盟館の方々からのご意見や乙希望をお知らせ

くださし、。

活字メディアばかりでなく ， パソコン通信やファクシ

ミリを利用 した情報交流も加盟館の間で始まり ， 展示や

催し物の中で映像や音声を リ アノレタイムで送受信する試

みがされ ， 将来は広く活用される乙とになりそうです。

科学館 ・ 博物館情報の利用者を広げ ， 博物館活動が生

涯学習の活気ある場となるために ， 乙提案や乙意見をお

寄せください。

0全天映画特集 「生駒山宇宙科学館ニュース No.37J 

プラネタ リ ウム館は ， 建設計画中のものも含めて全国

に約 200 館あると言われ， プラネタ リ ウムだけの単独施

設よりも ， 科学館 ， 公民館， 児童館， 図書館などの併設

施設の方が多い。 近年開館したプラネタ リ ウムの特徴と

して，星空を投影するだけでなく，オムニマックス，ア

ス 卜 ロビジョンなどと呼ばれる 「全天周映画」 または「全

天映画J を上映する機器を備えている乙とである。 さら

に ， í全天映画」の上映劇場(シアター)と称して，プラ

ネタリウムとしても使えるという施設も登場した。

1 969 年から全天映画システムを導入し ， 自館でオ リ ジ

ナノレ作品を制作 ・ 上映している生駒山宇宙科学館が，こ

うした事情を紹介し ， 全天映画の問題点を提起している。

北から南から

0博物館準備室に資斜提供のお願い

現在各地の教育委員会には ， 科学系博物館の建設準備

室等を設置していると ζ ろがあります。 さまざまな博物

館の展示内容 ， 職員配置 ， 事業内容などの基礎資料を収

集して ， 基本設計や事業計画案の作成の貴重な検討材料

としています。 しかし ， 準備室等の段階では博物館情報

の収集K十分な予算がないのが現状のようです。

全科協加盟館の各館において ， 展示案内書 ， 年報 ， ニ

ュース等の定期刊行物の余分があれば ， ぜひ準備室の資

料収集Kご協力ください。全科協事務局lζ連絡のあった

準備室は次のとおりです。

0兵庫県教育委員会 自然系博物館設立準備室

〒 650 神戸市中央区下山手通 5 -10 -1 

0富山県教育委員会立山博物館建設準備室

〒 930 富山市新総曲輪 1 ー 7

0神奈川県教育委員会博物館建設準備班

〒 23 1 繊浜市中区日本大通 33

0千葉県教育委員会文化課博物館準備班

〒 280 千葉市中央 4 -13 -28 

0茨城県教育委員会文化課 自然博物館建設準備室

干 310 水戸市三の丸 1 -5 -38 

0秋田県教育委員会文化課農業博物館建設担当

〒 0 10 秋田市山王 4 - 1-2

以上の他 ， 県市町村 ， 財団等で科学系博物館等の準備

室 ， または計画中のと乙ろがあれば全科協事務局宛にお

知らせください。

ONHK放送博物館長に田中寛之氏就任

NHK放送博物館では ， 5 年間館長を勤められた禅野

圭司氏が昨年末に退任された。 後任には副館長であ っ た

田中寛之氏が本年 1 月 1 日で就任する乙ととな った。

-]2 
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